
 

 

 

 

 

杉並区基本構想実現のための区民懇談会 

すぎなみ ちょこっトーク 
  

～みんなで話す すぎなみの未来～ 
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平成２８年度



 

～ は じ め に ～  

 

区は、区民の皆さんの暮らしを支える様々な仕事をしています。 

これらの仕事は、区の将来像を示した「基本構想」と、その実現に向けた「総

合計画」・「実行計画」等によって進められています。 

そして、区はこれらの構想・計画の取組状況等を区民に報告し、区民の皆さ

んからご意見を伺うため「基本構想実現のための区民懇談会」を設置していま

す。 

昨年度から、この区民懇談会を「すぎなみ ちょこっトーク」と称し、無作

為で抽出された区民の中から、参加意向を示された方を４～５人の小グループ

に分け、ファシリテーター（進行役）のもと、気軽に対話する方法で実施して

きました。 

この報告書は、今年度行われた「すぎなみ ちょこっトーク」において、活

発な意見交換が行われた当日の様子や参加者の意見をまとめたものです。 

これからも、「すぎなみ ちょこっトーク」などの取組を通して、区政への

参加の拡大を図り、区民と共に豊かで住みよいまちをつくっていきたいと考え

ています。 

 

～ も く じ ～  

 

ちょこっトーク Part１（H28.9.11 開催） · · · · · · · · · · · · · · · · ·  3 

 

ちょこっトーク Part２（H28.12.17 開催） · · · · · · · · · · · · · · ·  14 

 



 

 

 

 

 

すぎなみ ちょこっトーク 

～みんなで話す すぎなみの未来～ 

P a r t  1  
 

 

 

 

 

 

テーマ 

 「災害発生、そのときどうする？」 

 

 

 

平成 28 年 9 月 11 日（日） 

13:30～16:30 

（杉並区役所 第 4 会議室） 
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Schedule 

 

◆はじめに ～ごあいさつ～  

明治大学 牛山久仁彦教授 

◆アイスブレイク 

◆杉並区の取組について（区から説明） 

◆ワーク 

災害が発生したとき、区として何が必要か、

区民ひとりひとりが何をできるか？ 

◆振り返り 

① 今日参加して気づいたこと、感じた 

こと、思ったこと 

② 杉並区にやってほしいこと、取り組

んでほしいこと、杉並区と一緒にや

ってみたいこと 

◆講評 

明治大学 牛山久仁彦教授 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

人と人をつなぐ多様なワ

ークショップやファシリ

テーション、人材育成のコ

ンサルティング、NPO 事

業支援などを行う。 

 

 

 

1 
2 

4 

10 

5 5 

7 

3 

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 

（人） 

～年齢別～ 

専門は、行政学、地方自治

論。日本行政学会理事、全

国町村議会議長会議会のあ

り方研究会委員、杉並区基

本構想審議会副会長、など

を務める。 

牛山 久仁彦 

 

【参加者データ】 
○区民 1,500 人を無作為で抽出し、案内

状を送付 

○参加希望･･･40 人 

◎当日参加･･･37 人 
 

男性 

12人

(32%) 

女性 

25人

(68%) 

～性別～ 

ちょこっトーク Part１ 

明治大学政治経済学部教授 

杉並区基本構想審議会副会長 

彦 

 

小笠原 祐司 ファシリテーター 

NPO 法人 bond place 代表 
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ちょこっトーク Part１写真館（１） 
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中身は次のページにて! 

ちょこっトーク Part１写真館（２） 



6 

 

みんなの振り返り・・・参加して気づいたこと、感じたこと、思ったこと 

自
助 

まずは自助！ 自助は大事 予行演習が大事 
運動靴を準備す

る 

防災用品に、靴を

忘れずに！ 

やっぱり自助が

大事 
自助が大事 トイレは大切 道を覚えよう 準備をしっかり 

やはり、自助ですね！ 自助の備えが大切 
少なくとも、火災は出

さない！ 

歩いて自宅に帰る訓練

が必要 

まずは、自分で自分を

守る 
備品の確認をする 

消火器の使用方法を知

ることが必要 

帰宅は体力勝負で靴も

重要！ 

自助の大切さ！まず自

分が生き延びる 

物理的に、個人で対応

できる準備は最大限し

ておく 

家族と集合場所を決め

る 

帰宅困難者が道中自分

のスピードで歩けな

い。自宅までの経路の

確認 

防災について、事前準

備ができていない 

突っ張り棒などで、家

具を固定する 

備蓄増やします !!（下

着、ウエットティッシ

ュ、携帯トイレ） 

最近は少し意識が薄れ

ていたが、備蓄など自

助努力を改めてちゃん

としようと思った 

情報を自分から

探していきたい 

家具転倒防止は

意外と行われて

いない 

携帯（登録してい

る）連絡先のメモ

が大切 

水の大切さを改

めて思いました 

防災用品（水、食

料）の期日管理が

大変である 

携帯の充電器の

重要性 

災害に対して、自

助の点について、

甘い事を感じた 

10 円玉やテレフ

ォンカードを持

つようにしたい 

水と食料、最低３

日分をちゃんと

用意 

水の用意 

個人によるとこ

ろも多く、個々人

の対策から始め

る 

もっと防災に対

する意識を高く

しようと思った 

今一度、防災用品

の確認をしてお

こうと思いまし

た 

食料、水、電気 

皆さん個人的に

は防災対策をや

っていました 

援助する人をあらか

じめ決めておいた方

が良いのではないか 

「災害発生、そのときどうする?」 
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共
助 

町会を調べて入るか考

える 

共助の必要性 !特にご

高齢の方に対するフォ

ロー 

援助する人をあらかじ

め決めておいた方が良

いのではないか 

年代、居住区域によっ

て直近の防災に対する

意識の違いがある 

町会を大切にし

ている 

防災に対する町

内の細かい連絡

があるところと

ないところが分

かれている 

ご近所（小さい単

位）同士のつなが

りが防災の始め

の一歩だと思っ

た 

近所づきあいが

大切だと思いま

した 

共助をする前に、 

近所の人のこと

を知らない 

共助は大事 

通信手段はＳＭ

Ｓ (ショートメー

ル)がよい 

地域の顔の繋が

りを作るのは意

外と大変 

ご近所同士の繋

がり、顔も知らな

い人もいる 

ご近所づきあい、

町会の大切さ 

訓練の参加が必要 
SNS は情報共有に便

利 

共助するためのシステ

ム作りが必要 

隣近所の助け合いのた

め、町会の活性化 

情報発信は大事 
色々な情報を聞くこと

が大切 

参加している方々は皆

「防災」意識が高いが

意識の低い人をどうす

るのかが問題 

他の人を助けるにはど

うしたらよいか、考え

る人が多い 

そ
の
他 

不安な気持ちが

皆、同じであるこ

とが分かりまし

た 

震災時にコンビ

ニが活躍する 

このような集ま

りは大切である

と気付きました 

意識が高い人が集まっていると思う

が、区で行っていることがほとんど伝

わっていないように感じた 

とめどのない事

で、答えがない 
わかりません！ 

楽しく参加でき

ました。 

Thank you ! 

家に帰ってから、家族と今日の話をし

たい 

参加されていた方々の

意見がとても参考にな

りました 

これからもこのような

会を開催してもらい、

意見交換していきたい 

思い切って参加して、

多くの方との出逢い、

お話が聞けて良かった 

防災意識が低い 

参加している皆さんが

思っている以上に防災

意識があって、自分が

恥ずかしかった 

年代、生活環境の違い

で、考え方行動の仕方

が変わってくる 

初めてお逢いする方ば

かりでしたが、よくお

話できたと思います 

家族で打ち合わせをす

る 

 

皆さんの意識がとても

高くて、びっくりした 

他の皆さんの防災への

備えがとてもしっかり

していたので、びっく

りしました 

皆様、立場によって

色々な問題意識を持っ

ていらっしゃるので、

共有できて良かったで

す 

ありがとうございまし

た 
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みんなの振り返り・・・杉並区にやってほしいこと、取り組んでほしいこと、 

                        杉並区と一緒にやってみたいこと 

地
域
防
災
力
の
向
上 

区民と協力した

防災の街づくり

が必要 

防災訓練 

(イベント等) 

学校を中心とし

た防災対策を 

防災を日常化す

る努力 
防災地図の作成 

防災訓練の実施 
防災訓練の告知

が弱い 

災害に強い都市

づくり 

マンションはそ

れだけで 1 つの

町内会としたい 

避難所へ自力で

たどりつけない

人の対策を(誘導)

をお願いしたい 

避難訓練の案内

が欲しい! 

地域の人ででき

る訓練の機会が

欲しい。 

(民生委員) 

職場内での災害

に対する意識の

強化【①】 

少なくとも防災

についての認識

が無く、少しずつ

考えていきたい

【①】 

いざという時、支

援が必要な人を

助ける仕組づく

り(町単位) 

地元の防災訓練

の周知 

ご近所つきあい

や防災に関する

イベントを増や

してほしい 

災害時の対応マ

ニュアル告知

【①】 

避難場所を高齢

者向けにわかり

やすく表示 

もう少し近く(近

所)で井戸水・避難

所を大きく教え

てくれるとあり

がたい 

防災パトロール

の結果を共有し

たい 

自宅の周りを防

災の目線で観察。

みんなで集まれ

る場所の確認 

福祉施設と近所をつなぐような防災

イベントをいっしょに企画してほし

い【②】 

消火器が使えな

いので、町で消火

器の使用方法(実

技)をレクチャー

してほしい 

町内会組織を災

害対策に活かせ

る様に再編すべ

き 

減災という観点で具体的に何が個人

で出来るかを全体として考えて欲し

い 

近所づきあいが無いに等しい地域。誰

がとりまとめる?→地域の民生委員?

活動しているようには見えないが、与

えられた役割は? 

近所同士の家族構成や年齢層などが

わからない。地縁の重要性。→個人的

にできる人を募集する(区が主導) 

地域の中で救助等に携われる人はい

るが、地縁が薄いせいか、周辺の状況

がわからないので助けようがない

【②】 

災害時の家庭向

けマニュアル 

防
災
機
能
の
強
化 

衛生管理 

(トイレ配備) 

通電火災の防止

体制の強化【③】 

避難施設(学校等)

の耐震化 

50 万人分の 3 日

分の水と食料と

電気! 

バリアフリーの

対応 

災害時、火災が一番怖いので、例えば

ヘリとかでとにかく早く消火できる

なら、してほしい 

マンション内で

自治管理(救助・備

蓄等)の強化 

狭あい道路の改

善 

災害時に困る水

について、区に井

戸を設置してほ

しい 

援助する人をあらか

じめ決めておいた方

が良いのではないか 

「災害発生、そのときどうする?」 
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情
報
発
信
・
通
信
な
ど 

情報発信手段の

多様化【⑤】 

情報をたくさん

出してください 

災害時、どの地域がどの程度の被害が

あるか分かる手段【④】 

地域別に適切な

情報配信 

情報伝達の 

多様化【⑤】 

情報発信をいろいろな方法で提供し

てほしい(スマホ・掲示板) 【⑤】 

緊急連絡について→昔の光化学スモ

ッグの有無について流したように、区

全体に流してほしい 

年代別への情報

配信手段【⑤】 

高齢者向けの 

情報配信手段の

整備【⑤】 

携帯やスマホを持っていない人達へ

の配慮【⑤】 

公衆電話を増や

してください 

正確な情報を素

早く流して欲し

い 

各世帯に防災無線の内容が流れる戸

別受信機が欲しい(希望者のみでも可) 

防災行政無線の情報がもっと伝わり

やすくなるように 

そ
の
他 

民間との連携 
庁内から外へ、 

住民へ 

区には期待して

いない 

ハード面とソフ

ト面の充実。個人

情報という壁の

乗り越え方を考

えて欲しい 

ゴミ屋敷・木造空

き家の 2 次災害

防止対策 

ボランティア 
若い方よろしく !

いい杉並区に 

保育園→防災の

点からの対応 

今日のような機会を沢山作っていた

だきたいです !転入者で知人も少ない

ので・・・ 

分かりません 
大きな動きを起

こしてほしい 

空き家や火災時

の区の対策 

新しく入ってくる人の配慮。ハードが

進むにつれて、ソフトが追いつかな

い。※新しく入ってきた人の孤立化 

救命資格の推進 
障害者へ配慮し

た行政対応【⑥】 

ハード面での対

策と同時に、ソフ

ト面をなんとか

せねば 

安心して大好き

な杉並で生き続

けたい 

保育園→入所で

きても会社及び

自宅から遠い所

になると大変。心

配です 

公務内容の 

見直し 

人的ソフト面の

強化 

要介護の方々の

避難をどうでき

る??(民生委員だ

けでは無理) 【⑥】 

障害のある人が安心して避難生活で

きる福祉避難所を完備してもらいた

い 

住みたい街、安心

安全の美しい街 

コンビニ等のお

店をどう活かす

か 

今やっているこ

とを、必ず実現し

てほしい 

電信柱の倒壊等、

外で災害にあっ

た場合の対応法

【④・⑦】 

とにかく地震後

の消火に尽力を

お願いしたい 
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区民の意見を受けて、これからの区の取組の一部を紹介します 

【①】 

家庭や職場内で防災・減災について話し合うきっかけとなるよう、今回いただいたご意見

の視点に立って「杉並区の防災対策（冊子）」の内容を一部見直し、区民向けに周知をしっ

かり行っていきます。 

【②】 

地域の震災救援所訓練をより実践的なものとするよう支援するとともに、区民の防災意識

を高めるためのフェア等を開催していきます。 

【③】 

地震により発生する通電火災の防止策として、感震ブレーカー（※）の設置支援を進めてい

きます。 

※震度 5 強以上の揺れを感知すると自動的にブレーカーを落として、電気を止める装置です。 

【④】 

区独自の地震被害シミュレーションの結果を地図化し、区ホームページ等で公表するとと

もに、すぎナビ（※）を活用し、被害想定を「見える化」していきます。 

※区が災害情報を共有することで、避難所や安全な避難経路などの情報をリアルタイムに提供するスマ

ートフォン向け防災地図アプリです。 

【⑤】 

災害情報について、区ホームページへの掲載やメール配信サービスにて情報提供を行いま

す。また、ICT を利用しにくい方には、電話応答・通報サービス、広報車を展開し情報提供

を行います。 

【⑥】 

「地域のたすけあいネットワーク（※）」のご登録を周知し、地域の助け合い「共助」の重

要性を周知していきます。 

※ 自力では避難が困難な方を「地域の方々によるささえあいで、たすけあうしくみ」です。 

【⑦】 

シェイクアウト訓練（※）等を通じて、災害時に身を守る行動を周知していきます。 

※ドロップ（姿勢を低く）・カバー（体・頭を守る）・ホールドオン（揺れが収まるまでじっとしている）」

という身を守るための基本的な行動を、学校・職場・外出先などで一斉に実践する訓練です。 

 

※いただいた意見は、区

の施策・事業に反映させ

るなど、区政運営の参考

にさせていただきます 
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よかった 18人 とてもよかった 12 人 未回答 4 人 

未回答 4 人 

短い 3 人  長い 2 人 ちょうど良い 27 人 未回答 5 人 

あまりよくなかった 3 人 

あまり高まらなかった 4人  とても高まった 10 人 高まった 20 人 未回答 3 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～参加者の声（参加者アンケートから）～ 

 

Q1 参加の理由（複数回答） 

 

 

Q２ 進め方等について 

① 進め方 
 

 

 

 

 

② 内容 
 

    

 
 

 

③ 時間 
 

 

 

 

 

 

Q３ 区政に関心が高まったか 

 

 

23 

14 

13 

11 

10 

5 

2 

(人) 

明治大学 牛山久仁彦教授  講評 

みなさんの暮らしの中で、災害への備えは大切です 

特に首都直下地震への備えが、特に重要です 

区民と行政がよく話し合い、地域防災力を高め、災害に強

い防災まちづくりをすることが重要です 

区の防災・減災対策に興味・関心があったから 

無作為抽出で選ばれたから 

区民としての役割を果たそうと思ったから 

区政に関心があったから 

「ちょこっトーク」が面白そうだと思ったから 

謝礼があったから 

未回答 

 

        

よかった 17人 あまりよくなかった 7 人 

        

とてもよかった 9 人 

        

        

【その他意見】 

・地域の人と話せるチャンスだと思ったから 

(転入者なので) 

・仕事と家庭の都合が合ったため 

・事業主としての行動を具体化するため 

・携帯電話をもっていないので、不安だったから 

・私の意見を区の方に聞いてほしかったから 
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－参加者の声－ 
 

非常持出品、備蓄品の

点検をします 

意見交換の時間が足りないと

感じる事があった 

普段災害意識が少なく、考えたことが

無かったので、南相馬のお話も含め

て、とても参考になりました 

災害があった時、 

杉並の人口を考えると、 

避難所の数、場所の面積、不安 

グループでの意見交換の時間を 

もっと長く取れると良いかもしれない。 

各グループを担当していた 

職員の方がきちんとメモをとり 

持ち帰ってくれるといいですね 

もっと、若い区民に今回のような 

取組に参加してもらって区民の結束を

強くしてもらえればと思います 

転入してまだ日も浅く 

「共助」しようにも近くに知人がおりません。杉並区

にはこんな方が暮らしているのかと知る機会として

も、今日はとても貴重な場となりました 

意見交換は楽しくリラックスした

状態で行うと意見が出しやすい

ことがわかりました 

 

同じ話題であっても楽しく

お互いに話をできて 

良かったと思いました 

区の職員の方々には、 

どうか区民からの苦情、意見、

要望を恐れず、堂々と区民と 

向き合ってほしい 

 

ご近所との関係など、 

他地域の方からお話を 

うかがえてよかった 

自助/共助/公助について、

改めて整理して考える 

ことが出来た 

自助の大切さもよく理解したので、周囲

にも伝達していきたいと思う。 

また、ご高齢の方に対する情報伝達や

サポートの仕組みを構築することの 

必要性も改めて感じた 

防災についての意識が 

高くなりました。 

ちょこっトークの後、懇談会があ

れば、もっとざっくばらんなトーク

が出来るかもしれません 

区として防災意識だけでなく、 

基本構想の浸透を高めるには、 

もっと大きな区としてのムーブメントが

無ければならないと感じました 

 

行政に対する質問

が出来なかった 

「3.11」後はかなり危機意識を 

持っていましたが、最近緩んでいました。

また、気を引き締め、防災を日常化、 

ということを身につけたいです 



 

 

 



 

 

 

 

すぎなみ ちょこっトーク 

～みんなで話す すぎなみの未来～ 

P a r t  2  
 

 

 

 

 

 

テーマ  

「地域とのつながり」 

 

 

 

平成 28 年 12 月 17 日（土） 

13:00～16:00 

（杉並区役所 第 4 会議室） 
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ちょこっトーク Part２ Schedule 

 

◆はじめに  

◆アイスブレイク 

◆ワーク１： 

レゴⓇシリアスプレイⓇの練習 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ワーク２： 

「あなたが望む地域のつながりとは?」を題材に、レゴブロックで作品

を作る 

◆振り返り 

① 今日参加して気づいたこと、感じたこと、思ったこと 

② 杉並区へのご意見・提案・要望 

◆講評 

明治大学 牛山久仁彦教授 

※講評及びファシリテーターは「ちょこっトーク Part１」と同様（P3 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

【レゴⓇシリアスプレイⓇ】 

進行役（ファシリテーター）が、レゴⓇ

ブロックを使用し、自由かつ平等に対話

できる環境を創りながら、隠れた想いや

アイデアをブロックの作品にして引き出

すきっかけとするもので、ＮＡＳＡ（米

国航空宇宙局）やハーバード大学、企業

の研修などでも使われている新しい対話

技法です。 

※レゴⓇ及びレゴⓇシリアスプレイⓇはレ

ゴ社の登録商標です。 

 

男性 

10人 
(33%) 

女性 

20人 

(67%) 

1 
2 

7 
6 

4 
3 

5 

2 

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 

～年齢～ 

【参加者データ】 
○第 1 回の参加希望者及び無作為抽出者に案内状を郵送 

○参加希望･･･37 人 

◎当日参加･･･30 人 

 

～性別～ 

（人）  
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ちょこっトーク Part2 写真館（１） 
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ちょこっトーク Part2 写真館（２） 

 

中身は次のページにて! 
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みんなの振り返り・・・参加して気づいたこと、感じたこと、思ったこと 

面倒なこともある
けど・・・all for 
one、one for all 

地域を良くするた
めに、ほんの少し
力を貸そうよ（受
け身はダメ） 

もの忘れ外来にお
世話にならぬ様
に、この様に参加
させていただき感
謝です 

新しい発見 
バラ色の人生に向
かって努力してい
きたい 

区役所（区の方）
がどう思ったか、
感じているのか、
この場で発表して
ほしいな 

想像する人間の面
白さ！ 

風通し良く！ 
無意識のうちに、
相手を思って意見
を述べている 

風通しの良い街。
共通認識を持つと
同時にお互いの考
えを尊重する 

みんな違う。 
それぞれの人生 

何かあれば、話し
合いの場を! 

様々な視点から 
考えさせられた 

受け入れること 

行政や区の取組知
識が無くても、参
加できたのがよか
った 

いつでもアンテナ
高く！ 

時間があっという
間だった 

また参加したいで
す 

楽しかった 
薬になった 

楽しいひとときで
した 

前回に対する対応
状況の説明がほし
い！ 

多くの意見を聞く
事で、より良い発
想が生まれる 

フランクな一声か
ら新しい人間関係
は始まる 

先ず、挨拶からコ
ミュニケーション
は始まる 

コミュニケーショ
ンの大切さ 

町会・自治会への
加入率の低さ 

町会の参加率が 
低いことは問題！ 

物質的なつなが
り、心のつながり 

よい距離感を保ち
つつ、つながって
いくことが出来れ
ばいいと思った 

つながりは意外と
窮屈ではない 

つながりって、身
近にあるのかもし
れない、と思いま
した 

ゆるーいつなが
り！ 

年代が違う方々と
の会話が楽しかっ
たです 

世代の違う人と同
じワークをして、
楽しかった 

いろいろな年代の
方が集まると、創
造力がわく！ 

「地域とのつながり」 
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普段交流がない世
代の方とコミュニ
ケーションがとれ
て面白かった 

年代毎の考えの違
い 

世代を超えて、コ
ミュニケーション
を取りたい 

何かあった時に、
いつでもかけつけ
てくれる安心感 

いつでも見てるこ
と 

見守る「目」が 
地域を良くする 

地域見える化 周りの目の重要性 
地域の見守り 
（適度な） 

安心や安全や平穏
を皆望んでいるの
では 

皆が安心・安全な
街づくりを望んで
いる 

初対面の方々との
コミュニケーショ
ンは緊張感を高め
る 

初めてでも、心が
通じあうのを知り
ました 

まったく知らない
方と楽しい時間を
過ごせたこと 

前向きにすすめら
れた（チームワー
クが上がった） 

いい仲間でした。 
心のつながり 

若い人が多く、女
性参加が増えてい
る 

2 回目の参加で
す、同様に 2 回目
の参加者が多くい
らっしゃった、も
っと広げていきた
い 

今回の集会では、
前回より若い人が
多くて、いろいろ
と得ることが多く
あった 

レゴは難しいが、
雄弁である 

レゴの作業を通し
て共有 

レゴを使うことに
よって、他の人の
見方が自分と違う
ことがわかりやす
く、自分の中に入
ってきて良かった 

頭より先に手を動
かすのは子供の頃
以来です 

レゴを通して、
色々なインスピレ
ーションに触れら
れて刺激になりま
した 

自分が作ったもの
を他の人は違う視
点でみていて、考
え方が違うことが
おもしろい 

ことばでは表現で
きない事を、レゴ
の形と色で表すこ
とができたという
気付き 

レゴのワークは、
上手な人がいると
焦ってしまう 

「レゴと人間の関
係」ありと思った 

手元の動きが悪い
ことが、気になっ
た（Lego が小さ
い） 

同じレゴを共有す
るだけで、コミュ
ニケーションがと
てもしやすくなっ
た 

初めてのレゴ大変
楽しかったです
が、疲れました 

ブロックの形・色
に意味づけするの
が、人それぞれ違
っていた 

職場でもレゴを 
取り入れてみたい 

初めて手にしたレ
ゴに感動を受け、
脳の働きをよくで
きたと共に、楽し
く話し合いもで
き、最高の 3 時間
でした 

同じパーツと数な
のに、個性がでて
おもしろかった 

4 人で 1 つの作品
にしても、新しい
作品になって、面
白かった 
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みんなの振り返り・・・杉並区にやってほしいこと、取り組んでほしいこと、 

                        杉並区と一緒にやってみたいこと 

地域とのつながり

に関するイベント

やワークショップ

を増やして欲しい 

【①】 

老若男女いろいろ

な世代が交流でき

る場を作って欲し

い と 思 い ま した

【①】 

 

今日のような無作

為抽出型イベント

が気軽で新鮮でし

た 

子育てから高齢者

とつながるしくみ

が 杉 並 は 弱 いの

で、今日のような

ワークショップに

子供も交えてほし

い【①】 

防災訓練のイベン

ト化（おまつり化） 

ボランティア活動 

空 き 家 の 掃 除な

ど、ボランティア

の募集 

色々なテーマでこ

ういった取組を行

ってほしい!! 【①】 

地域の民生委の人

達は、何をしてい

るのか質問してみ

たい 

の み の 市 の 開 催

（週一、善福寺川

で）⇒物を介した

交流促進 

杉並区で交流イベ

ントをもう少し身

近なところで（今

日のような交流）

してくれたら、い

いなと思いました
【①】 

地域対抗ボーリン

グ大会 

⇒つながる為に 

若い人達の交流機

会を考える【①】 

杉並区民ではない

方々（お仕事が杉

並）とのつながり

は、どうする? 

こういう交流会み

たいなのを、また

やって欲しい【①】 

行政の人達とワー

クショップを通じ

て、区民の本音を

聞きだして欲しい

【①】 

地域のコミュニケ

ーションネットワ

ークを作る【①】 

地 域 の と り まと

め、把握をする。

（担当（民生委員）

が 状 況 を 把 握す

る）【②】 

自分の立場で役に

立てる機会がある

とよい 

共存できる街、ノ

ーマライゼーショ

ン 

若い世代の交流の

場を作ってほしい
【①】 

怖い人を一地域に

一人の割合で配置 

歩道の清掃、花を

植える等（防犯対

策 と し て も 効果

大） 

早朝の新聞集めは

止める 

町会活動にポイン

ト付与（ご長寿ポ

イントを若い世代

にも） 

援助する人をあらか

じめ決めておいた方

が良いのではないか 

「地域とのつながり」 
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街路樹の整備 

災 害 時 に お いて

も、しっかりと地

域が連携し対応で

きる体制【②】 

ゴミ集積所の管理 

図書サービスの充

実がとても便利(高

円寺駅前)です 

横断歩道は自転車

をおりて渡る 

横断歩道の自転車

のあり方 
治安維持 

横断歩道の歩き方

の指導を！ 

住宅地の狭あい道

路の解消【③】 

タバコ禁煙道路の

監視・指導強化 

ベビーシッターサ

ービス制度をつく

ってほしい 

防災に向けて道路

の整備（道幅）【③】 

避難時のための基

礎体力づくり（メ

タ ボ 対 策 に もな

る） 

区民と共に、杉並

の発展を心から願

うばかりです 

誰もが安心して暮

らせる地域の基盤

を 作 っ て 欲 し い
【②・③】 

どの年齢層に対し

ても住みやすい町

づくり 

なんもないです! 
学校も小さい子へ

丁寧に 

気 持 ち よ い こと

は、皆が心地よく

思えるから、とん

がらずに暮らした

い 

区で実施している

事が不明。出来な

い理由も説明する 

きっかけづくり 

杉並区は素晴らし

い、住みやすく、

これからもよろし

く 

とても面白かった

し、皆さんの意見

や交流がとても楽

しかったです! 

安全安心な町づくりとして、細部にも目

を向け、行政で行うべき事、出来る事を

今後も進めてもらいたい 

情報のとりまとめ

と発信【④】 

後日の報告書にはもう少しレベルを上

げて欲しいと思います。読んでもらうと

いうことを念頭にお願いします【④】 

介護に対する考え方について、実際の経

験者又は一人一人に対する生き方から

の視点で、沢山の意見を聞きたい 
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区民の意見を受けて、これからの区の取組の一部を紹介します 

【①】 

杉並フェスタ、子育てメッセ、各地域区民センター協議会実施事業、地域づくり勉強会な

ど、地域住民の交流を深めるイベント等を開催しています。加えて、センター協議会は地

域課題（安全・安心、防災、環境、子育て支援、介護等）を解決するために、地域で活動

する様々な団体を結び、ネットワークを作り、地域の活性化を目的とする活動も行ってい

ます。今後もこれらの取組を企画・実施していくとともに、地域の中で多世代の交流機会

を増やす取組を開催していきます。 

【②】 

民生委員等による安心おたっしゃ訪問（※）や地域ボランティア・民間事業者による見守り

を強化し、地域で安心して生活ができるよう見守り体制の充実を図ります 

※高齢者の孤立を防ぎ、住み慣れた地域でより安心して生活できるように、高齢者宅を訪問して地域の

中で日常的に相談できる関係を作るとともに、潜在的なニーズを把握し、必要に応じて適切な支援につ

なげる事業 

【③】 

火災危険度が高い木造密集地域などでは、戸別に訪問し、拡幅整備への協力呼びかけなど、

狭あい道路の解消に向けて取り組んでいます。今年度改正した、狭あい道路の拡幅に関す

る条例に基づき、重点整備路線の拡幅整備、支障物件の除去を進めていきます。 

【④】 

報告書は、今回参加いただいたすべての方に手にとって見てもらい、当日の雰囲気を思い

出してもらえるよう、写真などを多く使用してまとめさせていただきました。また、今後

は、広報すぎなみの刷新や SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の活用など

により、情報発信力を向上させていきます。 

 

※いただいた意見は、区

の施策・事業に反映させ

るなど、区政運営の参考

にさせていただきます 
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よかった 10人 とてもよかった 19 人 未回答 1 人 

短い 1 人 ちょうどよい 29 人 

 とても高まった 11 人 高まった 18 人 未回答 1 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～参加者の声（参加者アンケートから）～ 

Q1 参加の理由（複数回答） 

 

 

Q２ 進め方等について 

① 進め方 
 

 

 

 

 

② 内容 
 

    

 
 

 

③ 時間 
 

 

 

 

 

 

Q３ 区政に関心が高まったか 

 

 

15 

15 

15 

13 

9 

7 

5 

(人) 

明治大学 牛山久仁彦教授  講評 
 

 社会が変化する中、持続可能な地域づくりが必要 

各地域においてゆるやかなつながりだがしっか

りしたつながり、そして地域の絆づくりが必要 

地域とのつながりについて、 区民もこうした場など

で自分自身の問題として意見交換することが大切 

区政に関心があったから 

テーマに興味・関心があったから 

「ちょこっトーク」が面白そうだと思ったから 

無作為抽出で選ばれたから 

区民としての役割を果たそうと思ったから 

謝礼があったから 

その他 

よかった 13人 とてもよかった 17 人 

   

      

    

   

    

    

    

【その他意見】  

・前回も参加しているので 

・おしゃべりが楽しい 

・自分のために 

・前回参加し、また参加したいと思ったから 

 



24 

 

－参加者の声－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域の人と友人以外 

で話す機会がない 

レゴを使った表現は 

フレッシュで楽しんで 

懇談できた 

 

思いは皆一緒です。杉並に住んで

良かったと思えるように個々も地域

につないでいけるように活動したり

関心を持つ事が大事です 

多様な考え方や行動

が自分や社会を守る

糧になると思った 

 

手作業をしながらの話し合いが

こんなに良いものとは 

思いませんでした 

 

年代別の考え方の違い、 

皆の意見をしっかり聞く事で 

より良い発想が生まれ、良い 

結果を生むと感じました 

 

レゴを通して、人にはそれぞれの考えが 

ある事が実感できた。 

また、地域間の連携が無いと、今後の震災や

水害などに対応する事が難しいと感じた 

 

楽しくリラックスした状態で

行うと意見が出しやすい 

ことがわかりました 

 

繋がりと言うと難しく感じますが、 

今日のような交流ですと、 

つながりが身近に感じられる気が

しました 

自分が発言しなければならない

立場になると自然と他者の意見

を良く聞くようになることがわかり

ました 

実際、災害に遭った時、

今日の学びが生かせる

か心配 

 

同じパーツを使いながら、皆の表現が 

違うのに驚きと新しい発見があり、 

とても良い機会になりました!! 

 

多様な考え方や行動が

自分の身や社会を守る

糧になると思った 

世代交流が 

よかったです 

 



 

 

  ～おわりに～ 

今年度の「ちょこっトーク」 第１回目は、「災害発生、そのときどうする?」

をテーマに開催し、防災・減災について活発な意見交換が行われました。 

中でも、防災上不可欠である「共助」が機能するためには、ふだんからの人

間関係が重要であり、近隣同士で「顔のみえる関係」をつくっておくことが大

切との意見を複数いただきました。 

 

このことから、第２回目は「地域とのつながり」をテーマとして、一人ひと

りが望む地域のつながりについてともに考えてもらいました。また、より気軽

に参加してもらえるように、おもちゃのブロックを使って対話を行う新たな手法

も採用しました。 

 

参加者からは「多世代の交流」や「ゆるやかなつながり」などといった大事

なキーワードや「違う世代とのコミュニケーションが楽しかった」「つながりも

意外と窮屈でない」「初対面でも心が通じた」などの感想をいただきました。 

 

もっと自由に、気軽に参加でき、人とつながることができるような場、「ゆる

やかだがしっかりとしたつながり」が自然と作られていくような、そんな場を

みなさんが求めていることがわかりました。 

 

区としては、こうした意見を踏まえ、区と区民、区民同士が、区が行っている

取組を共有し、これからのまちのあり方について一緒に考えていく場をつくって

いけたらと考えています。 

 

今後もちょこっトークなどの取組を通して、区政への参加機会を増やし、区民

と共に、誰もが住み続けたい、住んでみたいと思うまちをつくっていきたいと思

います。 

 

平成 29 年 3月 

杉並区 
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杉並区基本構想実現のための区民懇談会 

「すぎなみ ちょこっトーク ～みんなで話す すぎなみの未来～」実施報告 
 

平成２9 年３月発行 

編集・発行  杉並区政策経営部企画課 
 

〒166-8570 杉並区阿佐谷南 1 丁目 15番 1 号 

TEL 03-3312-2111（代表） 
 

○杉並区のホームページでもご覧いただけます。http://www.city.suginami.tokyo.jp 
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